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地磁気Sq電流によるアンペール力と熱圏圧力差
Ampere force exerted by geomagnetic Sq currents and thermospheric pressure difference
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各観測所での地磁気 Y 成分 Sq場から電離層全電流を見積もり、それが及ぼすアンペール力と熱圏大気昼夜圧力差を
比較した。静穏日各年春秋分時平均では Sq電流渦中心緯度付近ではアンペール力は高度 120kmより上空の圧力差は経
年変化を含めてほぼ一致する。夏冬時にはこの関係がずれるがこれは半球間沿磁力線電流の効果と思われる。発表時に
はこれらの物理的意味についても触れる予定である。
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